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各班Conference roomにてGoogle Slideを媒体にして作成，〇時〇分Conference roomに戻ってきてください，という形
で戻ってもらい，各班発表と意見交換によって共有した。班のリーダーは輪番制としたが，各班のスライド編集などに
得意な学生がリーダー補佐的役割を担い，まとめてくれていた。PC音声のハウリングを避けるため，質問や意見交換
時は発話者のみマイクをONにすることとした。沐浴指導の際，水道の音で指導場面の音声が聴きとりにくかったと学
生の感想があり，収音用のマイクは専用のものを用意した方がよかった。
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図１　経過観察・保健指導等の配信の例
Ⅳ．おわりに
　学生たちは座学および各領域実習にてNANDAの看護診断を用いてきたので，学生のおよそ３割はウェルネス型のマ
タニティー診断を用いるところに躓きがみられ修正を要した。On-line実習なので，Home room集合時に一斉に，早い
対応で解決を図れるのだが，次年度もコロナ緊急事態の終息が無ければ，実習初日に臨床講義をもつなどして，これを
改善したい。
　日々のケアに関して，学生は緊急事態以前の臨地実習のイメージに周産期の知識を上書きしながらSOAPを記録して
いたので，看護展開は若干，難易度が高くなったのではないかと思われる。
　実習に限らず，ポストコロナでは，ICTを使った授業がますます身近で必須なものになってくる。最大限利用できる
よう研鑽していきたい。
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